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このたび杏林医学会長に就任いたしました保健学部の田口でございます。微力で

はございますが、学会のさらなる発展に全力で取り組む所存です。どうぞ、ご指導ご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、杏林医学会の歩みを振り返りますと、本学会は誠実かつ意欲的に会員への研

究支援を行い、医学・保健医療の発展に寄与してまいりました。 

本医学会は医学部開設に伴い 1970 年に設立され、1979 年には本学に保健学

部が開設されたことから、医学部に加え保健学部の教員も加わって杏林医学会総会・

学術集会、市民公開講座、学術誌の刊行など、現在のような活発な活動が展開される

ようになりました。また、学生の父兄の会員制度（保護者会員）や付属病院の職員を対

象にしたメディカルスタッフ会員制度が設けられ、より多様な関係者が参加できる医学

会へと発展してきました。 

研究支援においては、杏林医学会雑誌に投稿された論文の中で最も優秀な論文を

選考し表彰する優秀論文賞（旧 杏林医学会賞）、また、若手会員の研究レベルの向

上のために、海外誌に掲載された会員の外国語論文の中から優秀な論文を選考して

表彰する研究奨励賞、さらには、学会発表や学術論文執筆、卒業研究などで顕著な業

績を上げた学生を表彰する学生リサーチ賞など多面的な支援制度を通じて研究活動

を後押ししてきました。 

今後も先進的な研究発表の促進、医療現場や保健医療教育の紹介、そして学生や

若手研究者への支援を通じて、医学、保健学、医療の発展に貢献してまいります。引き

続きご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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